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発 言 の 要 旨                

１ 公共工事の入札中止・不調と持続可能な受注環境の確保について 

(1) 本市公共工事における、入札中止・不調の現状及びその傾向と分析 

 (2) 持続可能な受注環境の確保に向けて、入札中止・不調を未然に防止する、さらな 

る対策を検討する考え 

 

２ 古代山城・屋嶋城の価値を生かした保存と活用について 

(1) 古代山城である屋嶋城の歴史的文化的価値を、どのように認識しているのか。 

(2) これまでの保存活用の取組と、今後屋嶋城を適切に保存し、次世代へ継承するた 

  めの維持管理に関する見解 

(3) 屋嶋城の保存・活用施策の効果を検証するためにも、来訪者数を把握する考え 

 (4) 屋島山上を訪れる方々を屋嶋城へと誘導するため、関係部署が連携した周遊促進 

や情報発信を進める具体的な取組 

 

３ 認知症とＭＣＩ早期発見・対応について 

  認知症への移行リスクを低減するため、ＭＣＩの早期発見に向けた本市のさらなる 

取組 

 

４ 児童生徒の命を守る水泳教育の充実について 

全国で水難事故が後を絶たない中、紫雲丸事故の教訓を持つ本市だからこそ、全て 

 の児童が自らの命を守るための、実践的な水難事故防止教育を確実に受けられるよう、 

 実施状況を把握するとともに、今後さらに命を守る水泳教育を充実させていく考え 

  

 

 

 

 

 
 


